　自主学習の手引 (てび)き（５年生）すすんで学ぼう！

かさぬい小学校
[image: ]○５年生は６０分（学年×１０分＋１０分）、進んで学習しましよう。
〇テレビやゲームは止めて、しずかな場所で、姿勢よく集中して学習しましょう。
〇学校から出された“家庭学習”（宿題）をしてから、自主学習をしましょう。
〇自主学習は、下のヒントを見ながら、いろいろな学習にチャレンジしましょう。
〇問題をといたら、答え合わせをして、すぐ間違いを直しましょう。（答えのあるもの）
★ノートには、・日づけ ・めあて ・学習時間 ・ふりかえり を書き、後で見直せるようにしましょう。
《ノートの書き方例》
６／１３【めあて】国語「漢字の形と音・意味についてまとめよう」　《時間》４：１０～５：２０



　
　カ（化・貨・花）
①文を伝承する。②校庭の桜が開した。③蒸気機関車が、物列車を引っ張る。
　ｾｲ（静・清・青・晴・精）
　　①冷な判断で、物事に対処する。②あの年は銀行に就職した。③天なので洗たく物を干す。…
　・・・
【ふりかえり】（学習して思ったことや疑問に感じたこと、自分の考えを書く。）	


【自主 (じしゅ)学習のヒント】
	【国語】
１．漢字・言葉の練習
①新しく学習する漢字や読めない漢字、分からない言葉は辞典を使って調べましょう。
②ドリルや教科書を使って、何回も練習しましょう。
③漢字を使って、じゅく語や短文を作ってみましょう。
④前の学年で習った漢字も復習しましょう。
２．視写学習
①物語や説明文、詩をていねいに視写しましょう。
②句読点(、や。)・「　　」を落とさないように書きましょう。
③行がえになっているところに気をつけて書きましょう。
④視写したところに、感想を書きこめるといいですね。
３．詩や日記
①心に残ったことを詩にしたり、日記に害いたりしましょう。
②本を読んで、主人公や作者への感想の手紙を書いてみましょう。
③新聞やテレビで気になった出来事について、自分の意見や考えをまとめてみましょう。
	【算数】
１．計算練習・文章問題
①教科書の解き方を参考にして解きましょう。
②計算問題は、時間のめあてを決めて取り組みましょう。
２．その日の学習の復習
①その日の算数の学習を、整理して書いてみましょう。
②授業でよく分からなかった問題をもう一度解いてみましょう。
３．問題づくり
①教科書やドリルの問題を参者にして、自分で問題を作って解いてみましょう。
４．道具を使って
◇分度器や定規・コンパスなどの道具を正しく上手に使えるようになるために、いろいろな図形を書く練習をしましょう。自分で手順をかくといいですね。

	
	【音楽】
◇音楽で習っている曲をリコーダーやけんばんハーモニカで演奏しましょう。

	【社会・理科・家庭】
１．おぼえる
①都道府県の名前や場所・形を覚えましょう。
②都道府県の名産や特産品を覚えましょう。
[bookmark: _GoBack]③日本の主な山脈や平野・川を覚えましょう。
	２．調べる
①自分の興味・関心のあることを調べましょう。
②教科書や地図帳・資料集・図鑑・関係する本を使いましょう。（農業、水産業など。星座、天気、ヒトの体、植物についてなど）
③博物館や資料館などに行ける場合は行ってみましょう。
３．まとめる
①調べて分かったことを、分かりやすくまとめましょう。グラフや表などを使うといいですね。
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